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平

成

二

十

年

十

二

月

十

八

日 
平

成

二

十

年

第

五

回

北

方

町

議

会

定

例

会

会

議

録 

（

第

一

日

） 
 

 

一
、
出
席
議
員
及
び
欠
席
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
席
議
員 

 
 

一
番 

 

鈴 

木 

浩 

之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
番 

 

安 

藤 

浩 

孝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
番 

 

廣 

瀬 

和 

良 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
四
番 

 

中 

村 

広 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
五
番 

 

福 

井 

裕 

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
番 

 

立 

川 

良 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
番 

 
戸 

部 

哲 

哉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
番 

 

井 
野 

勝 

已 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
番 

 

日 
比 
玲 

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
番 

 

田 

中 
五 

郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

欠
席
議
員 

 

な 

し 

 

二
、
職
務
の
た
め
出
席
し
た
事
務
局
職
員
の
氏
名 

 
 

 
 

 
 

 

議

会

事

務

局

長 
 

高 

橋 

善 

明 

 
 

 
 

 
 

 

議

会

書

記 
 

木
野
村 

幸 

子 

 
 

 
 

 
 

 

議

会

書

記 
 

小 

林 

卓 

二 

 

三
、
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者
の
職
氏
名 

 
 

 
 

 
 

 

町

長 
 

室 

戸 

英 

夫 

 
 

 
 

 
 

 

副

町

長 
 

山 

本 

繁 

美 

 
 

 
 

 
 

 

教

育

長 
 

宮 

川 

浩 

兵 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大 

平 

喜 

義 
  

 
 

 
 

 
 

総

務

課

長 
 

村 

木 

俊 

文 

 
 

 
 

 
 

 

税

務

課

長 
 

高 

橋 
 

 

勉 

 
 

 
 

 
 

 

住

民

保

険

課

長 
 

山 

田 

忠 

義 

 
 

 
 

 
 

 

福

祉

健

康

課

長 
 

木
野
村 

隆 

司 

 
 

 
 

 
 

 

上

下

水

道

課

長 
 

豊 

田 
 

 

晃 

 
 

 
 

 
 

 

会

計

室

長 
 

渡 

辺 

雅 

尚 

 
 

 
 

 
 

 

教

育

課

主

幹 
 

末 

松 

豊 

生 

 

四
、
議
事
日
程 

第

一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

第
二 

会
期
の
決
定 

第
三 

諸
般
の
報
告 

第
四 

行
財
政
改
革
問
題
に
関
す
る
事
務
調
査
に
つ
い
て 

（行
財
政
改
革
問
題
特
別
委
員
長
報
告
） 

第
五 

議
案

一
括
上
程 

議
案
第
五
十
五
号 

北
方
町
ふ
る
さ
と
寄
附
金
条
例
制
定
に
つ
い
て 

 
 

 

（町
長
提
出
） 

議
案
第
五
十
六
号 

北
方
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

 
 

 

（町
長
提
出
） 

議
案
第
五
十
七
号 

北
方
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 

（町
長
提
出
） 

議
案
第
五
十
八
号 

平
成
二
十
年
度
北
方
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
三

号
）
を
定
め
る
に
つ
い
て 

 
 

 
 

（町
長
提
出
） 

議
案
第
五
十
九
号 

平
成
二
十
年
度
北
方
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

（第
三
号
）
を
定
め
る
に
つ
い
て

（町
長
提
出
） 

参

事

兼 

都
市
環
境
農
政
課
長 
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議
案
第
六 

十 

号 

平
成
二
十
年
度
北
方
町
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）
を
定
め
る
に
つ
い
て 

 

（町
長
提
出
） 

議
案
第
六
十

一
号 

本
巣
市
に
公
の
施
設
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（町
長
提
出
） 

 

五
、
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件 

日
程
第

一
か
ら
日
程
第
五
ま
で 

 

 
 

午
前
九
時
三
十
四
分 

開
会 

一
、
議
長 

井
野
勝
已
君 

改
め
ま
し
て
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

十
二
月
に
入
り
ま
し
て
、
各
企
業
と
も
大
変
な
景
気
後
退
の
た
め
に
、
人

員
リ
ス
ト
ラ
と
い
う
あ
ら
し
が
吹
き
ま
く
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、

ま
た
、
十
二
月
何
か
と
皆
様
方
に
は
お
忙
し
い
中
、
全
員
の
御
出
席
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
か
ら
、
十
二
月
第
五
回

北
方
町
議
会
定
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
十
名
で
あ
り
ま
す
。
定
足
数
に
達
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
議
会
は
成
立
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
平
成
二
十
年
第
五

回
北
方
町
議
会
定
例
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 

直
ち
に
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

本
日
の
日
程
は
、
お
手
元
に
印
刷
配
付
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

日
程
第

一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

一
、
議
長 

日
程
第

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。
会
議
録
署
名

議
員
は
、
会
議
規
則
第
百
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
長
に
お
い
て
二
番
安

藤
浩
孝
君
及
び
三
番
廣
瀬
和
良
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

日
程
第
二 

会
期
の
決
定 

一
、
議
長 

会
期
の
決
定
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。
本
定
例
会
の
会
期
は
、
本
日
か
ら
十
二
月
二
十

二
日
ま
で
の
五
日
間
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
。 

 
 

（異
議
な
し
） 

一
、
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
本
定
例
会
の
会
期
は
、
本
日
か
ら
十
二

月
二
十
二
日
ま
で
の
五
日
間
に
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

日
程
第
三 

諸
般
の
報
告 

一
、
議
長 

日
程
第
三
、
諸
般
の
報
告
を
行
い
ま
す
。
町
長
。 

一
、
町
長 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

第
五
回
の
定
例
会
を
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
方

に
は
、
何
か
と
年
末
御
多
忙
の
中
を
全
員
の
皆
さ
ん
が
御
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
て
御
審
議
を
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
議
会
に
御
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

条
例
の
議
案
が
三
件
と
、
予
算
の
関
係
で
三
件
、
そ
れ
か
ら
本
巣
市
と
の
施

設
の
利
用
に
対
す
る
協
議
に
つ
い
て
の
一
件
の
合
計
七
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
十
分
な
御
審
議
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
命
に
よ
り
ま
し
て
諸
般
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。 

 

私
の
方
か
ら
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
案
件
は
、
岐
阜
地
域
肢
体
不

自
由
児
母
子
通
園
施
設
組
合
議
会
の
定
例
会
の
報
告

一
件
を
お
願
い
を
し
た

い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
こ
の
議
会
は
、
平
成
二
十
年
の
十
月
十
五
日
に
岐
阜
市
役
所
に
お
い
て
開

か
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

議
長
が
空
席
の
ま
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
指
名
推
選
に
よ
り
ま
し
て

岐
阜
市
議
会
議
長
の
大
野
通
氏
が
当
選
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

提
出
を
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
二
件
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
概
略
に
つ
い
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て
御
報
告
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
第
三
号
議
案
と
し
て
平
成
二
十
年
度
岐
阜
地
域
肢
体
不
自
由
児
母
子
通
園

施
設
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）
が
提
案
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
行
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
五

十
万
円
を
追
加
し
て
、
そ
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

一
億

一
千
八
百
九
十
四
万
二

千
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
団
法
人

岐
阜
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
か
ら
の
寄
附
金
百
五
十
万
円
に
よ
っ
て
、
同
額

の
軽
自
動
車
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

続
き
ま
し
て
第
四
号
議
案
は
、
平
成
十
九
年
度
岐
阜
地
域
肢
体
不
自
由
児

母
子
通
園
施
設
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
の
件
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
歳
入
総
額
は
九
千
百
二
十
三
万
四
千
九
百
六
十
五
円
に
対
し

ま
し
て
、
歳
出
の
総
額
は
七
千
六
百
二
十

一
万
五
千
六
百
十

一
円
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
差
引
残
高
は
千
五
百

一
万
九
千
三
百
五
十
四
円
と
な

っ
て
お
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
全
額
が
翌
年
度

へ
の
繰
り
越
し
と
さ
れ
て
お
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
負
担
金
と
い
た
し
ま
し
て
、
六
千
九
百
七
十
五

万
四
千
円
の
う
ち
私
ど
も
の
北
方
町
が
負
担
を
い
た
し
ま
す
金
額
は
百
三
十

五
万
八
千
円
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

以
上
、
い
ず
れ
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
も
満
場

一
致
、
議
決
認
定
を
さ
れ

ま
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
で
、
御
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
、
議
長 

次
に
、
事
務
局
よ
り
例
月
出
納
検
査
の
結
果
、
配
付
物
の
関
係
な
ど

の
報
告
を
い
た
さ
せ
ま
す
。
事
務
局
長
。 

一
、
議
会
事
務
局
長 

そ
れ
で
は
、
九
月
定
例
会
以
降
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

十
月
十
五
日
、
十

一
月
二
十
五
日
及
び
十
二
月
十
七
日
に
現
金
出
納
事
務

全
般
に
つ
い
て
出
納
検
査
が
行
わ
れ
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
、
上
水
道
事
業
会
計
及
び
各
基
金
、
と
も
に
記
載
金
額
が
正
確

で
、
計
数
上
の
誤
り
は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

次
に
、
行
政
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

十
月
二
十
九
日
、
各
種
委
員
会
等
の
構
成
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
、
任
命

状
況
等
、
委
員
の
構
成
は
適
切
で
あ
り
、
活
動
は
十
分
行
わ
れ
て
い
る
か
、

開
催
状
況
及
び
協
議
内
容
は
活
発
で
有
効
に
機
能
し
、
事
業
等
に
生
か
さ
れ

て
い
る
か
を
主
眼
と
し
た
監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
、
対
象
事

項

（農
業
委
員
会
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
、
教
育
委
員
会
）
に
つ
い

て
、
各
関
係
書
類
等
の
提
出
及
び
関
係
職
員
か
ら
説
明
を
求
め
て
監
査
し
た

結
果
、
形
式
的
に
は
法
令
等
の
委
員
任
命
や
開
催
に
つ
い
て
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
実
質
的
な
協
議
内
容
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
委

員
会
等
の
設
置
を
目
的
に
対
応
す
る
内
容
の
充
実
を
期
待
す
る
も
の
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

次
に
、
配
付
物
の
関
係
で
あ
り
ま
す
。 

 

木
材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
要
望
書
、
三
十
人
以
下
少
人
数
学
級
を
求
め

る
意
見
書
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
関

す
る
陳
情
、
移
動
火
葬
車
廃
止
を
求
め
る
陳
情
書
、
介
護
保
険
制
度
の
報
酬

単
価
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情
、
そ
れ

ぞ
れ
の
写
し
を
配
付
し
て
お
き
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
行
財
政
改
革
問
題
特
別
委
員
会
の
報
告
書
に
つ
い
て
も
写

し
を
配
付
し
て
お
き
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

一
、
議
長 

た
だ
い
ま
報
告
の
あ
り
ま
し
た
中
で
、
議
会
運
営
委
員
会
で
決
ま
り

ま
し
た
介
護
保
険
制
度
の
報
酬
単
価
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書

採
択
に
つ
い
て
の
陳
情
は
、
厚
生
都
市
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

（異
議
な
し
） 

一
、
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
こ
の
介
護
保
険
制
度
の
報
酬
単
価
の
引
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き
上
げ
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情
は
、
厚
生
都
市
常

任
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
本
巣
消
防
事
務
組
合
議
会
、
西
濃
環
境
整
備
組
合
議
会
な
ど

に
つ
い
て
報
告
を
い
た
さ
せ
ま
す
。 

一
、
議
会
事
務
局
長 
続
き
ま
し
て
、
本
巣
消
防
事
務
組
合
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。 

 

十
月
三
日
、
平
成
二
十
年
第
二
回
本
巣
消
防
事
務
組
合
議
会
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
本
巣
市
の
後
藤
壽
太
郎
氏
が
議
長
に
当
選

さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
第
九
号
は
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て
、
北
方
町
の
山
本
繁

美
氏
が
監
査
委
員
に
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
第
十
号
は
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
、
瑞
穂
市
の
脱
退
に
伴
い
必

要
と
な
る
総
務
費
の
償
還
利
子
及
び
割
引
料
の
予
算
に
不
足
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
八
十
二
万

六
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
六
億
六
千
二
百
七
十
八
万
円

に
し
た
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
第
十

一
号 

平
成
十
九
年
度
本
巣
消
防
事
務
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総
額
九
億
五
千
四
百
四
十
万
三
百
六
十
四

円
、
歳
出
総
額
九
億

一
千
二
百
四
十

一
万
六
百
六
十
六
円
で
差
引
残
高
四
千

百
九
十
八
万
九
千
六
百
九
十
八
円
と
な
り
、
平
成
二
十
年
度

へ
繰
り
越
し
、

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
き
ま
し
て
、
西
濃
環
境
整
備
組
合
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

十

一
月
二
十
八
日
、
平
成
二
十
年
第
二
回
西
濃
環
境
整
備
組
合
議
会
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
選
第

一
号
は
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
大
垣
市
の
高
橋
滋
氏
が
議

長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 

選
第
二
号
は
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
大
垣
市
の
丸
山
新
吾
氏
が
副
議
長

に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 

認
第

一
号
は
平
成
十
九
年
度
西
濃
環
境
整
備
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
総
額
十
七
億
四
千
九
百

一
万

一
千
三
百
二
円
、

歳
出
総
額
十
七
億

一
千
九
百
八
十
六
万
三
千
六
百
九
十
四
円
の
差
引
残
額
二

千
九
百
十
四
万
七
千
六
百
八
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

一
千
五
百
万
円
が

基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
、
残
り

一
千
四
百
十
四
万
七
千
六
百
八
円
が
平
成
二

十
年
度

へ
繰
り
越
し
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
案
第
五
号
は
平
成
二
十
年
度
西
濃
環
境
整
備
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）
に
つ
い
て
、
焼
却
施
設
に
伴
う
燃
料
費

・
光
熱
水
費
等
の
増
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
十
二
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
十
七
億
七
千
八
百
六
十
二
万
四
千
円
と
な
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

十
月
十
日
、
第
五
十
九
回
定
期
総
会
が
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
自
治
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
特
別
表
彰

（在
職
二
十
五
年
以

上
）
三
名
、

一
般
表
彰

（在
職
十
二
年
）
十
七
名
が
表
彰
さ
れ
、
北
方
町
か

ら
は
立
川
良

一
議
員
、
戸
部
哲
哉
議
員
が

一
般
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

会
務
の
報
告
等
も
あ
り
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
に
は
正
副
議
長
研
修
会
が
行

わ
れ
、
大
森
彌
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る

「地
方
自
治
制
度
の
再
編
と
町

村
の
ゆ
く
え
」
と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
十
月
十
七
日
、
第
三
回
評
議
員
会

・
郡
町
村
議
会
議
長
会
長
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

全
国
優
良
町
村
議
会
表
彰
の
推
薦
は
、
今
年
度
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
郡
町
村
議
会
議
長
会
長
会
で
は
、
東
海
四
県
町
村

議
会
議
長
会
長
会
議

へ
の
要
望
書
提
出
の
説
明
と
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
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の
報
告
及
び
十
月
二
十
三
日
開
催
の
天
皇

・
皇
后
両
陛
下
主
催
の
秋
の
園
遊

会
に
、
岐
阜
県
会
長
で
あ
り
ま
す
井
野
議
長
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

十

一
月
十
九
日
、
第
五
十
二
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
が
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「真
の
分
権
型
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
て
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
宣
言

・
決
議
並
び
に
要
望
が
行
わ
れ
、
大
会
終
了
後
に
、

藤
原
正
彦
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
に
よ
り

「日
本
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し

特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

十
二
月
三
日
、
第
四
回
郡
町
村
議
会
議
長
会
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十

一
年
度
の
事
業
、
会
費
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
会
費
は
百
万
円

の
増
と
な
り
、
北
方
町
の
会
費
は
二
十
八
万
九
千
百
四
十
円
か
ら
三
十
四
万

七
千
七
百
四
十
円
に
な
り
、
五
万
八
千
六
百
円
の
増
で
、
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
県
町
村
議
会
実
態
調
査
集
計
結
果
の
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

以
上
、
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
会
議
等
の
資
料
は
事
務
局
に
保
管
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
で
諸
般
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

日
程
第
四 

行
財
政
改
革
問
題
に
関
す
る
事
務
調
査
に
つ
い
て 

一
、
議
長 

日
程
第
四
、
行
財
政
改
革
問
題
に
関
す
る
事
務
調
査
に
つ
い
て
を
議

題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

行
財
政
改
革
問
題
特
別
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
田
中
五
郎
君
。 

一
、
行
財
政
改
革
問
題
特
別
委
員
長 

先
ほ
ど
事
務
局
長
か
ら
、
皆
さ
ん
方
の
お

手
元
に
配
付
を
さ
れ
て
お
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
し
ま
し
て
、

御
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

行
財
政
問
題
に
関
す
る
事
務
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
月
五
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
二
十

一
年
度
以
降
の
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
関
し
ま
し

て
行
財
政
改
革
に
伴
う
影
響
額
、
ま
た
行
政
改
革
調
査
検
討
項
目
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
執
行
部
提
案
ど
お
り
了
承
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
今
後
と
も
引
き
続
き
閉
会
中
の
継
続
調
査
を
要
す
る
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
規
則
第
七
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
申
し
入
れ
を

い
た
し
ま
す
。
以
上
で
す
。 

一
、
議
長 

行
財
政
改
革
問
題
特
別
委
員
長
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

委
員
長
の
報
告
ど
お
り
了
承
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

（異
議
な
し
） 

一
、
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
了
承
す
る
こ

と
に
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
委
員
長
か
ら
の
申
し
出
の
と
お
り
、

さ
ら
に
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

（異
議
な
し
） 

一
、
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
委
員
長
か
ら
の
申
し
出
の
と
お
り
、
さ

ら
に
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

日
程
第
五 

議
案
第
五
十
五
号
か
ら
議
案
第
六
十

一
号
ま
で
に
つ
い
て 

一
、
議
長 

日
程
第
五
、
議
案
第
五
十
五
号
か
ら
議
案
第
六
十

一
号
ま
で
を

一
括

上
程
い
た
し
ま
す
。 

 

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
町
長
。 

一
、
町
長 

そ
れ
で
は
、
五
十
五
号
か
ら
六
十

一
号
ま
で
の
議
案
に
つ
い
て
、

一

括
し
て
そ
の
御
提
案
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
ま
ず
議
案
第
五
十
五
号
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
北
方
町
ふ
る
さ
と
寄
附
金
条

例
制
定
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
御
案
内
の
よ
う
に
、
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ

く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
言
わ
れ
る
、
ふ
る
さ
と

へ
の

思
い
や
り
や
、
北
方
町

へ
の
ま
ち
づ
く
り
に
共
感
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
か
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ら
寄
附
金
を
募
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
事
業
区
分
を
五
つ
ほ

ど
に
分
け
ま
し
て
、
そ
の
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
基
金
と
し
て
事
業
目

的
に
使
用
を
し
た
い
、
こ
う
い
う
内
容
の
条
例
を
新
し
く
制
定
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

議
案
第
五
十
六
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
方
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
れ
も
地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、

第
二
十
六
条
の
八
の
う
ち
第
三
号
か
ら
第
十
二
号
を
寄
附
金
控
除
の
対
象
と

し
て
追
加
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
対
象
と
な
り
ま
す
主
な
団
体
で
は
、

こ
の
あ
た
り
で
は
岐
阜
大
学
、
朝
日
大
学
、
敬
愛
学
園
北
方
幼
稚
園
、
北
方

町
社
会
福
祉
協
議
会
等
々
が
上
げ
ら
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

議
案
第
五
十
七
号 

北
方
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十

一
年

一
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
産
科
医
療
保
障
制
度
に
対
応

し
て
、
出
産
育
児

一
時
金
三
十
五
万
円
に
三
万
円
を
上
限
に
加
算
支
給
す
る

と
い
う
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

議
案
第
五
十
八
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
年
度
北
方
町

一
般
会
計

補
正
予
算

（第
三
号
）
を
定
め
る
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
七
十
四
万
六
千
円
を

追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
十
億
六
千
二
百

十
万
七
千
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

主
な
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
費
で
北
方
小
学
校
校
内
放
送
設
備
修

繕
に
四
百
二
十

一
万
円
を
、
同
じ
く
北
方
小
学
校
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
に

対
し
ま
し
て
六
百
万
円
を
、
民
生
費
で
は
、
自
立
支
援
給
付
費
の
国

・
県
負

担
金
過
年
度
の
返
還
に
充
て
ま
す
分
と
し
て
五
百
十

一
万
四
千
円
、
国
保
会

計
の
繰
出
金
と
し
て
二
百
八
十

一
万
七
千
円
、
も
と
す
広
域
連
合
老
人
福
祉

施
設
特
別
会
計
負
担
金
と
し
て
二
百
十
万
四
千
円
な
ど
の
ほ
か
に
、
同
じ
く

も
と
す
広
域
連
合
の
介
護
保
険
特
別
会
計
の
負
担
金
の
マ
イ
ナ
ス
分
と
し
て

三
百
二
万
円
、
そ
れ
か
ら
人
件
費
関
係
で
二
千
五
百
二
十
二
万
円
を
減
額
を

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
こ
う
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
変
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
総
務
費
、
総
務
管
理
費
の
う
ち
、

公
用
車
借
上
料
と
し
て
十
五
万
円
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
用
乗
用
車
を
新
た
に
リ
ー
ス
方
式
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
過
ぐ
る
十

一
月
二
十

一
日
に
大
野
郡
白
川
村

で
開
か
れ
ま
し
た
知
事
と
町
村
長
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
そ
の
帰
途
に
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
郡
上
大
和
地
先
で
運
行
中

に
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
ま
し
て
車
が
停
止
を
し
て
し
ま
い
ま
し
て
、

雪
ま
じ
り
の
雨
の
中
、
数
時
間
立
ち
往
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う

ハ
プ

ニ
ン
グ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
使
用
車
は
、
購
入
後
十
三
年
余
り
を

経
過
い
た
し
て
お
る
こ
と
な
ど
に
か
ん
が
み
ま
し
て
、
こ
の
際
、
新
し
い
車

両
の
使
用
を
お
認
め
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
計
上
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
高
配
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

な
お
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
庫
支
出
金
で
七
十
四
万
六
千
円
、
県

支
出
金
で
三
十
七
万
三
千
円
、
繰
越
金
で
二
百
六
十
二
万
七
千
円
を
充
て
ま

し
て
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

議
案
第
五
十
九
号 

平
成
二
十
年
度
北
方
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

（第
三
号
）
を
定
め
る
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
十
二
万
五
千
円
を

追
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
の
予
算
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
億

四
千
三
百
四
十
四
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

主
な
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
に
千
二
百
万

円
、
退
職
者
被
保
険
者
等
高
額
療
養
費
と
し
て
六
百
万
円
、
そ
れ
か
ら
新
保

険
者
事
務
共
同
電
算
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
対
応
す
る
た
め
の
共
同
処
理
の
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委
託
料
を
六
十
四
万
円
な
ど
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
庫
支
出
金
で
二
百
九
十

一
万
六
千
円
、
療
養

給
付
費
交
付
金
で
六
百
万
円
、
県
支
出
金
で
五
十
二
万
八
千
円
、
先
ほ
ど
お

話
を
い
た
し
ま
し
た
と
お
り

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ま
す
金
額
二
百
八
十

一
万
七
千
円
と
、
残
余
は
繰
越
金
の
七
百
八
十
六
万
四
千
円
で
対
応
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
計
画
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

議
案
第
六
十
号 

平
成
二
十
年
度
北
方
町
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）
を
定
め
る
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
平
成
二
十
年
度
、
職
員
異
動
に
伴
い
ま
し
て
人
件
費
の
補
正
を
お

願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
補
正
額
は
二
十
九
万
七
千
円
と
い

う
こ
と
に
な

っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

議
案
第
六
十

一
号 

本
巣
市
に
公
の
施
設
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
巣
市
の
住
民
が
北
方
町
の
公
共
下
水
道

へ
排
出
し
た
い
旨
、
本
巣
市
か

ら
の
申
し
入
れ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
号
の

三
第
二
項
に
基
づ
き
ま
し
て
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
法
二
百
四
十
四
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

ま
し
て
、
議
会
の
議
決
を
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

な
お
、
利
用
で
き
る
区
域
は
、
本
巣
市
仏
生
寺
字
岩
石
九
百
番

一
及
び
同

所
同
番
二
の
二
筆
に
対
し
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
十
分
な
御
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
て
適
切
な
御

決
定
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
提
案
理
由
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

一
、
議
長 

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
日
は
こ
れ
ま
で
と
し
、
休
会
中
に

議
案
調
査
を
願
う
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。
議
案
調
査
の
た
め
、
明
十
九
日
か
ら
二
十

一
日

ま
で
三
日
間
は
休
会
と
い
た
し
、
本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

（異
議
な
し
） 

一
、
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
明
十
九
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
三
日
間

は
休
会
す
る
こ
と
と
し
、
本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

 

第
二
日
は
、
二
十
二
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
本
会
議
を
開
き
、

一
般
質

問
及
び
議
案
審
議
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。
大
変
御
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 

午
前
十
時 

散
会 
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右
、
会
議
の
経
過
を
記
載
し
て
そ
の
相
違
の
な
い
こ
と
を
証
す
る
た
め
こ

こ
に
署
名
す
る
。 

  
 

 

平
成
二
十
年
十
二
月
十
八
日 

   
 

 
 

 
 

 

議 
 

長 

   
 

 
 

 
 

 

署
名
議
員 

   
 

 
 

 
 

 

署
名
議
員 

 


